
三
隅
町
誌
の
編
集

本
年
は
維
新
百
年
明
年
は
明
治

百
年
を
迎
え
る
の
で
、
こ
れ
が
記

念
事
業
と
し
て
郷
土
史
研
究
会
を

再
編
成
し
で
、
会
が
母
体
と
な
っ

で
三
隅
町
誌
を
編
集
す
る
こ
と
に

な
り
だ
。

既
に
二
回
の
研
究
会
を
持
ら
次

の
趣
旨
に
も
と
ず
い
て
、
中
村

出
身
徳
見
光
三
（
下
関
在
住
）

を
編
集
主
任
と
し
、
田
中
俊
資

（
萩
市
在
住
）
を
監
修
者
と
し

て
、
町
内
か
ら
は
次
の
方
が
参

加
す
る
。
（
順
不
同
敬
称
略
）

増
田
琢
雄
、
行
村
義
雄
、
久
行

春
作
、
中
野
哲
雄
、
斉
藤
彦
一

斉
藤
元
宣
、
古
屋
正
資
、
阿

野
正
夫
、
松
田
繁
三
、
伊
木
孝

夫
、
東
吾
一
、
香
月
斌
、
村

田
菊
雄
、
稲
川
正
治
、
白
藤
董

、
藪
木
悦
夫
、
久
保
田
正
典
、

池
信
太
融
、
大
谷
喜
信
、
中
野

四
郎
、
伊
藤
啓
一
、
青
山
常
次

、
田
中
良
作

編
集
の
方
針

将
米
伸
び
る
こ
と
を
考
え
、
現

実
を
重
く
見
て
（
歴
史
を
ふ
ま

え
て
）
―
現
実
は
こ
う
い
う
歴

史
の
上
に
立
っ
て
発
展
し
て
来

た
も
の
と
し
て
Ｉ
中
学
生
の
通

読
出
米
る
も
の

写
真
の
挿
入
を
多
く
す
る

目
次
を
検
討
し
４
０
０
頁
前
後

の
も
の
と
す
る
。

小
中
学
校
の
活
用
も
考
え
て
統

計
表
等
も
若
干
入
れ
る
。

古
老
等
の
話
を
闘
き
、
慣
行
、

民
間
信
仰
、
年
中
行
事
、
俗
信

と
迷
信
、
俚
諺
、
子
供
の
遊
び

わ
ら
べ
歌
、
等
の
民
俗
と
生
活

を
含
め
る
。

豊
富
な
内
容
を
ギ
易
に
表
現
し

て
「
理
解
は
愛
を
は
ぐ
く
む
」

こ
と
を
銘
肝
し
て
、
郷
土
愛
醸

成
の
橋
と
し
た
い
。

体
栽
や
発
刊
数
は
未
定
だ
が
出

来
う
れ
ば
明
年
度
中
に
完
成
さ

せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

気
を
つ
け
よ
う

豚
コ
レ
ラ

豚
コ
レ
ラ
が
豚
に
感
染
す
る
と

食
欲
か
な
く
な
り
下
痢
、
熱
発
、

起
立
不
能
等
の
症
状
を
出
し
死
亡

す
る
と
言
う
最
も
恐
し
い
伝
染
病

で
す
。

こ
の
病
気
が
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
戦
時
最
高
の
発
生
頭
数
と
な

り
、
県
下
で
は
二
月
か
ら
三
月
に

か
け
宇
部
、
山
陽
町
に
発
生
。
た

め
に
経
営
困
難
に
な
っ
た
農
家
も

多
く
出
ま
し
た
。

病
気
の
伝
染
は
、
罹
っ
た
豚
の

排
池
物
を
直
接
或
は
間
接
に
囗
を

介
し
て
起
る
場
合
か
多
く
、
又
、

人
の
手
足
、
履
物
、
衣
服
な
ど
に

病
毒
が
附
着
し
た
り
、
跟
肥
、
管
理
機
具

、
藁
、
飢
料
、
車
等
に
運

ば
れ
た
り
、
家
畜
商
や
仔
豚
購
入

等
豚
の
移
動
も
、
伝
播
の
原
因
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
は
、
①
予
防
注
射
の
実
施

購
入
豚
は
予
防
注
射
済
の
も

の
、
病
気
の
発
生
し
て
い
な
い
地

区
か
ら
の
購
入
。
④
豚
舎
内
え
ゐ

・
鶏
の
ニ
ユ
ー
カ
ツ
ス

ー
病
と
は
・

感
染
す
る
と
、
呼
吸
困
難
、
神

経
症
状
、
緑
便
等
を
出
し
急
死
す

る
。
鶏
病
中
最
も
恐
ろ
し
い
伝
染

病
で
す
。

・
全
国
の
発
生
の
状
況
は
・

定 期 伝染 病 予 防接 種 計 画

1｡法定伝染病
該 当者　
予 定 数　 備 考

１ ６ ９ 彰

予 防 接 種 名　接 種期 別 接 種時 期　　 対　　 象　　 者

初 回 免 疫 上 半 期 生 後 ３ヵ 月 以 上 の 乳
急性灰白髄炎　迫加免疫下早期幼児

だ
り
に
入
ら
ぬ
こ
と
。
④
豚
舎
の

消
毒
。
⑤
入
口
え
消
毒
盤
を
設
置

。
な
ど
を
厳
守
し
て
下
さ
い
。

ジフテリヤ　　竡3期 9月　小学校入学前児童（６才児)  104　1回
竡４期　９月小学校卒業前児童（６年生)  1 4 4

初川免疫　６月　生後３６か月から４８ヵ月
膓・バラチツス　　　　　　　　　　　　　　　までの者　　　　９０　３回

追加免疫　６月　初回免疫該当者を除く４
才 か ら６ ０ 才 ま で の 者　　6300　1 回

百日咳ジフテリヤ混合第１期　９月　生後３カ月で１度も接種を受けていない者８９ ３回

第２期　９月　前年度初回接種を受けている者８６　１回

第１期　　４月　生後２ヵ月以上で１度も
接 種 を受 け てい ない 者　　　　 ９４

痘　 そ　 う　　 第 ２期　　 ４ 月　 小 学 校 入 学 前児一童（ ６才 児)  1  0 4　
１ 回

第 ３期　　 ４月　 小 学 校 卒 業 前 児 童（ ６年 生 ）
一

万
羽
か
罹
り
。
良
刈
放
家
を
倒
産
に

追
い
こ
ん
で
い
ま
す
。

・
病
気
の
伝
染
は

①
空
気
や
飲
水
に
よ
る
伝
染

②
人
の
手
足
、
履
物
、
衣
服
な
ど

神
奈
川
一
六
万
、
埼
玉
一
四
、
千

鶏
の
ニ
ユ
ー
カ
ツ
ス
ル
病

葉
九
、
東
京
六
、
茨
城
五
万
の
外

九
州
岡
山
県
等
、
｝
六
県
、
一
三

｝市
町
村
、
六
七
万
良
家
、
六
四

に
病
毒
が
付
着
し
て
感
染

③
蝠
糞
や
飼
料
に
よ
る
感
染

④
廃
鶏
処
理
業
者
や
、
ひ
な
の
購

入
に
よ
り
伝
播
。

2｡ 法定外伝染病

・
そ
の
予
防
は
・

①
予
防
注
射
の
実
施
二
回
。
②
鶏

舎
の
環
境
の
改
善
。
③
鶏
舎
消
毒

④
入
口
の
消
毒
盤
の
設
置
。
⑤
ひ

な
は
発
生
し
て
な
い
県
か
ら
買
う

⑥
鶏
舎
内
に
み
だ
り
に
立
入
ら
な

い
。
等
が
上
げ
ら
れ
ま
す
が
一
且

発
生
す
る
と
処
置
が
な
い
の
で
以

上
の
点
に
特
に
留
意
さ
れ
、
万
一

疑
わ
し
い
も
の
が
出
た
際
は
至
急

町
役
場
か
、
家
畜
保
健
所
え
通
報

下
さ
い
。

八

丁

用

水

路

改

良

工

事

八
丁

水
路
は
久
原
沖
よ
り
豊
郷

、
平

野
、
浅
田
圸
メ

に
亘
り

、
ｙ

線
水
路
延
長
約
二

、
λ
Ｏ
Ｏ
少
ド

益
而

槓
四

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有
愆

言

叫

怙

ブ

言

い

寸

と
力
川
卜
ｙ
‐一に

ひ
乱
こ
泄
り
爿
尉

。ぐ

為
め
川
排
水
に
困
難
を
極
め

、
西

仁
は
関
係
者
多
年

の
念
願
で
あ
一‘

だ
、
今
回
国
の
杣
助
小
業
と
し
マ

阯
め
ら
わ
、
一
、
三

七
六
米

を
紅

事
業
賞
五
二
〇
万
円
の

う
ち
四
閇

亠
分
を
納
助
、
残
額

は
町
と
受
ぐ

者
各
半
額
負
把
に
て
二
圧
餤
紡
小

業
で
昨
年
末
着
工
四
川
巾

に
は

Ｉ・

卜
つ

リ
ー
ト
水

路
に
改
良
完
缺
す

初 回 免 疫　 ５ 月　 生 後 ３ ヵ月 以 上 で １ 度 も　　　　 ２ 回 実 施
接 種 を 受 け て い な い 者　　 任 意学 校 施 設 等 の

児 童 生 徒 は 全
口 本脳 炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 額 公 費 負 担

追加免疫　５月　生後３ヵ月以上の者で前年度　　
までに接種したことがある者　任意　同左

インフルエンザ初回追加免疫　１１月　生後３ヵ月以I 上の者　　　　任意　１回同左

表
彰
自
治
大
臣町

選
挙
管
理
委
員
化

感
謝
状
　
町
議
会

町
長
　
稲
田
正
治

県
軍
恩
連
会
長

国
鉄
米
子
管
理
局
長

斎
　
藤
　
元
　
宣

勲

記
勲
章

第
３
２
回

勲
八
等
　
山
色
桐
葉
章

吉
武
久
男

・

小

さ
な
善
行

▲
社
会
福
祉
事
業

一
〇
、
〇
〇
〇
円

藪
木
悦
夫
　
亡
母
リ
ウ

一
〇
、
〇
〇
〇
円

末
永
正
祐
　
亡
父
実
一

二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
藤
　
巌
　
亡
父
正
直

各
香
典
返
し

・
　

寄
贈

一
〇
、
〇
五
〇
円

ス
ク
リ
ー
ン

ニ
三
、
一
七
〇
円
　
枕

各
々
寿
大
学
互
助
会
よ
り
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

寿
大
学
耳
助
会

お
知
ら
せ

三
、
〇
〇
〇
円

故
　
佐
伯
マ
ツ
ェ

五
〇
〇
円

故
　
末
成
喜
三
郎

三
、
〇
〇
〇
円

中
本
市
右
術
門

萋

中
小
企
業
退
職
金
共

済
融
資
代
理
貸
付
実
施

受
　
付
　
　
九
月
三
〇
日
迄

償
還
期
限
　
十
年
以
内

詳
細
は
町
役
場
へ
照
会
下
さ
い

第
十
九
回
婦
人
週
間

四
月
一
〇
日
－
十
六
日

湯
免
下
水
路

改
良
工
事

湯
免
温
泉
地
区
は
町
の
観
光
と

町
民
憩
い
の
場
と
し
て
、
公
園
温

泉
プ
ー
ル
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

簡
昜
水
道
等
諸
施
設
の
増
設
に
伴

い
、
湯
免
地
区
の
人
口
も
外
来
客

を
介
め
て
増
加
し
て
お
り
、
温
泉

そ
の
他
水
の
消
費
量
は
急
速
に
増

し
、
国
道
新
開
橋
に
至
る
用
排
水

路
に
註
ぎ
、
水
田
に
も
被
害
を
及

ぼ
し
て
い
る
の
で
、
健
康
の
町
宣

言
記
念
事
業
の
下
水
路
整
備
と
温

泉
地
区
環
境
整
備
の
一
環
と
て
、

温
泉
よ
り
新
開
橋
間
六
七
七
米
か

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
に
、
工
事
費

２
３
５
万
円
を
も
っ
て
昨
年
末
着

工
、
本
年
三
月
完
成
し
た
．

婦
人
の
能
力
を
生
か
す
I

か
な
人
生
の
た
め
に
、
あ
す
の

日
本
の
た
め
に
１

○
　
春
の
防
犯

あ
き
巣
防
止

畄
守
に
す
る
時
は
小
窓
迄
戸
締

り
し
、
隣
り
に
頼
み
、
鍵
は
目

立
た
ぬ
様
二
重
三
重
に

ス
リ
予
防

大
金
と
小
金
は
分
け
て
持
ち
買

物
か
ご
に
財
布
を
入
れ
て
お
か

ぬ
、
大
金
は
ポ
ケ
ッ
ト
の
奥
深

く一・・一
曲・

性
犯
罪
　
御
用
心

夜
婦
人
の
一
人
歩
き
は
暗
が
り

を
避
け
、
明
る
い
所
を
服
装
も

気
を
つ
け
て
…
…

○

心
配
ご
と
相
談
所

毎
月
十
日
｛
午
后
一
時
か
ら

々
四
時
ま
で

公
民
館
に
お
い
て

児
童
の
問
題
　
こ
ど
も
の
行
状
。

進
学
。
就
職
　
学
資

牛
活
の
問
題
　
生
活
保
護
、
各
種

援
護
、
各
社
資
金
打
付
、
施
設

利
川
等

行
政
の
問
題

行
政
に
対
す
る
苫
帖
。
恩
給
法

援
護
法
。
等

人
植
の
問
題
　
地
域
社
会
、
家
庭

に
お
け
る
各
種
も
め
ご
と
等

○
清
風
旧
宅
防
火
水
桶

防
火
水
槽
　
市
川
組

四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

巾
五
米
　
深
さ
一
米

長
さ
匸
一
、
五
米

送
水
パ
イ
プ
　
森
永
信
介

八
五
○
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

長
さ
一
九
〇
〇
米

三
月
末
完
成
し
た
。
尚
途
中
上
ゲ

に
四
ケ
所
の
消
火
栓
を
設
置
し
た

清
風
翁
（
一
七
八
三
-
一

八
五
六
）
は
三
隅
町
沢
江
に
生
れ

幼
名
を
亀
之
助
と
い
い
、
七
才
の

時
か
ら
浅
田
の
九
谷
通
良
先
生
か

ら
読
書
習
字
を
学
ん
だ
。
幼
時
は

学
行
成
績
は
良
く
は
な
か
っ
た
が

母
は
我
が
子
亀
之
助
の
教
育
教
育
に
日

夜
懸
命
の
努
力
を
つ
づ
け
た
、
こ

の
こ
と
は
清
風
を
大
成
さ
せ
た
最

大
の
原
因
で
あ
っ
た
。

十
五
才
い
時
萩
明
倫
館
に
入
学

し
自
宅
か
ら
萩
ま
で
片
迫
二
十
粁

の
道
を
徒
歩
通
学
し
た
努
力
は
、

母
の
子
を
思
う
悲
願
と
合
し
て
文

武
の
両
道
は
次
第
に
身
に
つ
き
、

江
戸
（
東
京
）
で
は
、
は
な
わ
保

己
一
光
生
に
図
書
を
学
び
、
史
に

名
僧
先
覚
者
に
つ
い
で
教
を
求
め

村 田 清風 翁

て
地
学
歴

史
兵
学
洋

学
等
に
つ

い
て
知
徳

の
研
修
、

実
践
の
行

を
積
み
。

「
聖
賢
の

書
を
読
ん
で
忠
孝
の
志
を
立
て
、

文
武
の
道
を
学
人
で
仁
義
の
事
を

行
う
」
と
い
う
処
生
観
で
一
貫
し

、
江
戸
と
萩
で
五
代
の
藩
主
に
至

誠
奉
仕
ず
る
こ
と
五
十
年
の
長
き

に
亘
っ
て
い
る
。

そ
の
間
。
天
保
年
間
の
大
き
き

ん
で
藩
の
収
入
は
大
赤
字
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
代
は
華
美

い
よ
い
よ
高
ま
り
俗
吏
の
横
暴
も

手
伝
っ
て
財
政
は
困
窮
の
極
に
達

し
た
。
こ
の
時
清
風
翁
を
抜
擢
登

用
し
た
藩
主
敬
親
公
の
知
遇
に
こ

た
え
て
心
血
を
注
い
で
奉
公
の
誠

を
つ
く
し
た
。

負
債
八
万
貫
（
註
①

の
完
済
万
策
を
立
て
て
大
倹
政
を

実
行
す
る
と
共
に
生
産
の
増
強
「

四
白
政
策
」
（
註
②
）
を
押
し
進

め
、
藩
の
人
材
を
養
成
す
る
た
め

に
明
倫
館
を
大
改
造
し
、
郷
里
三

隅
の
青
少
年
の
た
め
に
、

沢
江
に
尊
聖
堂
を
作

西
北
の
風
ふ
せ
ぎ
し
て
幕
う
て

よ
、
わ
が
日
の
本
の
桜
見
る
人

と
自
詠
の
和
歌
に
も
托
し
て
警
告

し
っ
づ
け
、
羽
賀
台
の
大
閲
兵
、

新
兵
器
砲
術
の
採
用
、
江
戸
に
有

備
館
、
大
武
器
庫
等
を
建
設
し
て

士
規
作
興
に
っ
と
め
た
こ
と
は
明

治
維
新
に
山
口
県
人
が
日
本
を
リ

ー
ド
す
る
基
を
築
く
に
至
っ
た
。

老
令
七
十
三
才
で
尚
藩
の
要
職
に

あ
っ
て
急
死
し
た
が
明
治
二
十
四

年
国
家
は
正
四
位
を
贈
位
し
た
。

註
①
八
万
貫
Ｉ
純
銀
八
万
貫

藩
の
年
収
全
額
を
返
済
に

あ
て
て
も
二
十
三
年
間
か

か
る
大
借
金
の
こ
と

註
②
四
白
政
策
Ｉ
当
時
の
産
業

構
造
改
革
で
米
　
塩
、
紙

、
蝋
の
増
産
に
努
力
し
だ

こ
と
。

（
中
野
四
郎
）

り
国
防
軍
備
に
つ
い
て
は
特
に
憂

慮
し
て
、

郷 土 の先 賢

( そに)一)

昭年42年度
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